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鯨 岡 敏 夫

「 日 の 出 」 (東大沼町)

鈴木 貞一 氏 撮影

●新年のごあいさつ

●第26回 」A祭 開催

●女性部活動 (産業祭へ参加

●年金友の会 健康管理教室

貸住宅部会 視察研修旅行

手芸教室 )

フラワーグリーン会 秋日帰 り研修旅行

●組合員アンケー ト集計結果について

●ローン相談会・教育ローン OJA共済・つくば大仏壇博

●JA日 立南部葬祭場 提灯供養祭・健康百科・お知らせ

●理事会だより・営農指導講座開設のご案内
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組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
旧
年
中
は
Ｊ
Ａ
日
立

市
多
賀
各
事
業
に
対
し
、
多
大

な
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

し
て
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
新
春
を
迎
え
、
昨
年

の
出
来
事
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

九
月
十
日
の
台
風
十
八
号
と
前

線
の
影
響
で
、
関
東
か
ら
東
北

地
方
に
か
け
て
大
雨
を
も
た
ら

し
、
茨
城
県
の
ほ
ぼ
全
域
に
大

雨
特
別
警
報
が
発
令
さ
れ
る
ほ

ど
に
な
り
、
鬼
怒
川
が
決
壊
し

流
域
各
地
で
は
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
、
当
農
協
で

も
災
害
支
援
部
隊
に
よ
り
職
員

や
女
性
部
会
が
泥
ま
み
れ
に
な

り
応
援
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
も
合
意
が
進

み
、
米
や
牛

・
豚

・
鶏
と
価
格

が
低
迷
し
生
産
農
家
の
状
況
は

生
活
の
圧
迫
を
す
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
茨
城
県
の
被
害
想

定
値
は
七
百
二
十
億
円
と
甚
大

で
大
変
大
き
な
問
題
に
な
り
ま

す
。
第
二
十
七
回
茨
城
県
Ｊ
Ａ

大
会

・
Ｊ
Ａ
全
国
大
会
で
は
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
を
取
り
巻
く
環

境
や
政
府
の
農
業
改
革
等
を
ふ

ま
え
、
「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
自

己
改
革
」
に
お
い
て
、
三
つ
の

基
本
目
標

（農
業
者
の
所
得
増

大

・
農
業
生
産
の
拡
大

・
地
域

の
活
性
化
）
に
向
け
た
自
己
改

革
の
具
体
化

・
見
直
し
を
行
い

組
合
員
と
の
徹
底
的
な
話
し
合

い
を
通
じ
そ
の
実
現
を
目
指
す

こ
と
が
最
重
点
課
題
と
し
て
、

集
中
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
ま
ず
初
め
に
、
地

域
の
活
性
化

へ
の
貢
献
と
し
ま

し
て
、
日
立
市
と
協
力
し
地
域

住
民
の
幅
広
い
世
代
を
対
象
に

食
育
教
育

（幼
稚
園

・
児
童
ク

ラ
ブ
）
や
交
流
活
動

［
（滑
川

福
祉
作
業
所
（福
祉
パ
ン
）
・
日

立
特
別
支
援
学
校

（手
芸
品
）
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
立
太
陽
の
家
（農

業
支
援
と

を
始
め
、
地
域
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
親
し
ま
れ
、

喜
ば
れ
、
地
域
に
貢
献
で
き
る

農
協
を
目
指
し
ま
す
。

現
在
の
社
会
状
況
は
、
か
つ

て
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
ス
ピ

ー
ド
で
動
い
て
お
り
、
時
代
の

変
化
に
合
わ
せ
、
Ｊ
Ａ
も
変
化

を
恐
れ
ず
、
農
協
法
改
正
や
自

己
改
革
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
農
協
の
事
業

・

組
織
の
あ
り
方
、
時
代

・
環
境

の
変
化
に
合
わ
せ
、
地
域
農
協

へ
の
新
た
な
投
資
、
所
得
の
安

定

・
向
上
を
積
極
的
に
寄
与
し

地
域
社
会
と
の
係
わ
り
を
大
切

に
事
業
形
態
の
変
革
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

今
年
は
サ
ル
年
で
あ
り
、
世

の
中

「見
ザ
ル

・
言
わ
ザ
ル

・

聞
か
ザ
ル
」
を
決
め
た
い
と
こ

ろ
だ
が
、
や
は
り
気
に
な
る
の

は
日
立
市
多
賀
農
協
で
行
く
先

ま
で
不
安
で
す
が
、
サ
ル
年
の

申

（サ
ル
）
は

「去
る
」
を
意

味
し
、
「悪
い
こ
と
が
去
る
」
「病

が
去
る
」
な
ど
幸
せ
を
運
ぶ
年

で
あ
る
の
で
、
組
合
員
の
皆
様

も
、
Ｊ
Ａ
日
立
市
多
賀
の
新
し

い
挑
戦
に
、
役
職
員

一
九
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

組
合
員
皆
様
方
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

新
春
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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去る11月 21日 (土 )多賀市民プラザ広場にて、「第 26回 JA祭」が開催されました。天候にも恵まれ、

JA茨城旭村特産物直売所サングリーン旭より産地直送農産物の販売、作 りたての女性部おじるこや

けんちんうどん、もち米の販売、果物等の無料配布ジャンケン大会、おたのしみクジ、野菜袋詰めが

行われ、長蛇の列ができました。ホールでは、組合員座談会、ライフプランセミナーを行い昨今の農

協を取り巻く情勢の報告やセカンドライフを活き活きと輝くための事例を発表 しました。

ステージでは、いばたベダンサーズのダンス、常陸よさこい夢風神のよさこい踊 り、大久保ばやし

保存会の子供ばやし、久慈町漁協のあんこう吊し切 り、女性部の銭太鼓、などの各種イベントにより、

大盛況となりました。多くの組合員及び地域住民の皆様にご来場いただきましてありがとうございま

した。
―

F

(常陸よさこい夢風神のよさこい踊りの様子)

(い ばたベダンサーズのダンスの様子)

(女性部の銭太鼓の様子 )

(大久保ばやし保存会の子供ばやしの様子)

(も ち米販売の様子)

(久慈町漁協のあんこう吊し切りの様子) (ジ ャンケン大会の様子) (も ちつきの様子 )
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去
る
、
十

一
月
十
四
日
（土
）

十
五
日

（日
）
日
立
市
主
催

の

産
業
祭
が
新
都
市
広
場
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
メ
ニ
ュ
ー
が
変
わ

り
お
し
る
こ
、
カ
レ
ー
う
ど

ん
が
仲
間
入
り

し
ま

し
た
。

例
年

の
け
ん
ち
ん
う
ど

ん
、

そ
ば
、
も
販
売
を

い
た
し
ま

し
た
。

あ

い
に
く
二
日
間
天
候
が

悪
く
、
客
足
は
あ
ま
り
良
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
も

ち
を

つ
く
杵

の
音
を
聞
き

つ

け
て
き
て
、
会
場
に

い
た
方
々
が
集
り
、

一
緒
に
餅
つ
き
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

今
年
も
多
賀
農
協

女
性
部
の

「あ
ん
こ

の
味
が
お
い
し
い
か

ら
」
、
「け
ん
ち
ん
の

味
が
良
い
か
ら
」
と
、

わ
ざ
わ
ざ
来
て
く
だ

さ
る
方
々
が

い
て
、

励
み
に
な
り
ま
し
た
。

（大
好
評
の
け
ん
ち
ん
）

（け
ん
ち
ん
係
も
大
変
で
す
。
）

ヾ
手
芸
教
室
は
、
今
年
度
初
め
て
の
試
み
と
し

て
、
九
月
～
十

一
月
計
六
回
編
物
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
希
望
の
色
、
形
と
選
び
、
ご
自
分

の
ペ
ー
ス
で
進
め
て
お
り
、
お
話
し
な
が
ら
も

手
は
動
か
し
、
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
先
生
に

指
導
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
完
成
い
た
し
ま

し
た
。

十
二
月
十
六
日
（水
）
か
ら
二
十
日
（日
）
ま
で

開
催
さ
れ
る

「第
五
回
県
北
地
区
Ｊ
Ａ
組
合
員

文
化
趣
味
展
」
に
、
何
人
か
の
方
が
作
品
を
出

品
さ
れ
ま
し
た
。

ご
指
導
頂
き
ま
し
た
石
崎
先
生
は
じ
め
二
名

の
先
生
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

難・(・や

Mi濾

へ:ド
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Ｅ
障

凛

年
金
友
の理

室

去
る
十
二
月
十
日
（木
）
に
年
金
友
の
会
健
康

管
理
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
に
は
日

立
市
健
康
づ
く
り
推
進
課
の
井
関
彩
子
先
生
を

お
招
き
し
、
「生
活
習
慣
病
の
予
防
に
つ
い
て
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
認
知
症
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
な
の
か
、
予
防
す
る
為
に
は
ど
の
よ
う
に

生
活
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

今
回
は
、
百
四
十

二
名
の
会
員
様

の
参

加
を
頂
き
、
講
演
後

行
わ
れ
ま
し
た
お
楽

し
み
抽
選
会
は
、
一象

華
な
賞
品
を
前
に
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

…グ 叡 |

Ｊ
Ａ
日
立
市
多
賀
フ
ラ
ワ
ー
グ
リ
ー
ン
会
の

年
次
行
事
の
、
秋
日
帰
り
研
修
旅
行
が
実
施
さ

ン
ゴ

ヽ
Ｊ

　
れ
ま
し
た
。
会
員
二
十
八
名
、
鯨
岡
組

鷹

緩

誕

　

　

晰

』
属
ほ
ν
　
の
農
産
物
直
売
所
を
執
〔心
に
視
察
し
、

ｌ
μ
Ｊ

　
福
島
県
塙
町
の

「湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ
」

、「
爾
Ｗ
　

で
、
温
泉
に
浸
か
り
日
頃
の
疲
れ
を
癒

旧
明
ツ

　

し
、
昼
食
を
摂
り
な
が
ら
の
農
業
談
義

一、ョ
悧
刷
　
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

川訓期　に」刺別ッ程却琳】̈
“にれ能はいヽ

載

∴

途
中
に

「塙
物

産
セ

ン
タ
ー
」

に
立
ち
寄
り
、

農
産
物
出
荷
方

法
を
勉
強
し
、

お
土
産
を
購
入

さ
れ
、

一
路
我

が
家

へ
と
向
か

い
ま
し
た
。

当
日
は
、
天

候
に
恵
ま
れ
、

楽
し
い
研
修
旅

行
と
な
り
ま
し

た
。
お
疲
れ
様

で
し
た
。

肩
手
展
視

階
が
使
え
る
メ
ゾ
ネ

ッ

ト
型
の
長
期
優
良
住
宅
で

す
。
内
部
も
暮
し
を
彩
る
高

品
質
な
仕
様
に
な

っ
て
お

り
、
会
員

一
同
大
変
印
象

深
く
、
今
後
の
い
い
参
考

に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
成
田
山
に
詣

で
、
名
物
の
う
な
重
に
舌

鼓
を
打
ち
ま
し
た
。
帰
り

は
牛
久
シ
ャ
ト
ー
に
立
寄

り
、
車
中
で
は
抽
選
会
を

行
い
ま
し
て
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
小
雨
降

る
日
で
し
た
が
、
不
思
議

と
見
学
の
時
に
は
雨
が
あ

が
り
、
和
気
あ
い
あ
い
の

中
、
大
変
親
睦
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

キ
,1とも会tな管理教壼

お楽しみ抽選会の様子

講演を聴く会員の皆様

参加者の皆様

T爵巫辮I革

平成27年 12月 4日 (金 )

「   日 時   
¬

参加者の皆様
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集 計 期 日

調査対象期間

正 組合 員数

回 収 件 数

回 収  率

平成27年10月 29日現在

平成27年9月 16日～平成27年10月 15日

943人

445件

47。 20/。

※アンケート結果について一部抜粋して掲載しております。

■ 20歳代

■ 30歳代

猛 40歳代

■ 50歳代

■ 60歳代

■ 70歳代

■ 80歳代

.し 4ヽ共 しヽ

0%
0%
1%
1% ■1100%農業収入

■ 70%～ 100%未満

■ 50%～70%未満

■ 30%～50%未満

■ 10%～30%未満

■ 10%未満

菫 農業収入|よ無い

4%       ・
担い手

■ 新作物の導入

瀬 栽培技術の向上

■ 販売網の拡大

■ 経営改善

E資金0施設拡充

饉 作業委託

特になし

餞 その他

■ 規模を拡大し、
長く農業を続け
ていきたい

■ 現1犬を維持し、
長く農業を続け

21% てし`きたい

激 規模は縮小しな
がらも、農業は

続けていきたい

■ 規模を縮小しな
がらも、将来は
農業をやめたい

■ やめたい
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■ 期待している

■ 多少期待して
いる

日 あまり期待して
いない

■ 期待していない

34%

■ 利用高に応じた
金利の優遇

40%■ 資産運用につい
ての相談業務

■ 窓□の親切・丁寧

な対応

■ 渉外の親切0丁寧

な対応

■ 粗請景品の充実

■ その他

120/。 1償罫」2に
積極的

■ 時代の流れであり、

検討する必要がある

■ 組織再編に取り残さ

■ 組織再編に|よ反対で

あり、検討する必要
|まない

■ 組織再編する位なら、

解散した方がよい

■ その他

■ メリットがわから
ない

■ サービス低下の
懸念

■ 組合員との交流
が弱くなる

■ 経営の合理化主
義になる

■ その他
22%

■ 信用

■ 共済

菫 指導

■ 購買

■ 宅地等供給

■ 葬祭・介護

■ その他

|わからない

アンケートに

こ協力頂き、

誠にありがとう

こざいました。

この度、正組合員の皆様に|よ アン分一 卜にこ協力頂き、誠にありがとうこざいました。

しかしながら、全戸回収ができなかつた事につきましては、お詫び申し上げます。

なお、今後の農協改革におきましては、情勢に合わせた情報提供を心掛けて参ります。

今後とも、農協事業へのこ協力のほどよろしくお願い致します。
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大変お得です !

辮 期 稲 ■日。
…

■日難 難 ●
…

τ
`時

す

″ F立形 芦

茨 城 県 日立 市 多 賀 町 1-12-10

E二移
平成28年 1月24日 (日 )

JAバンク茨城・
統一日―ン相談会

水本支店

午前 10時～午後4時まで

住宅□―ン、自動車、教育□―ン

各種□―ン取扱いしています。

担当者 店
難

本
林

丁EL 0294-33-00486目 馬)

丁EL 0294-52-2216(阿 音5)

開催期間 :1月 23日 (土 )、 24日 (日 )、 25日 (月 )

時  間 :午前9時～午後5時 【開催3日 間】

会  場 :つ くば国際会議場 1階多 目的ホール

〒305-0032 つくば市竹園2丁 目20番3

箇融i

置ヨ
=】

棘ご
増1・

轟水公♂ 薔菫卜'ξ 麺ゝ璽]

ボ1臨
,

実  デイズタウン
,      西友●

口

200本以上のお仏壇をメーカー直売価格での販売

協賛による新鮮野菜の即売

法律相談会・無料 (1月 23日 、24日 開催)

エンディングノー トセミナー (1月 23日 、24日 開催)

有名タレントによるライブ (1月 23日 、24日 開催)

抽選による豪華プレゼント・来場者全員対象

※広報誌持参の方には、仏壇・仏具をお買い上げの際
会場にて、更に特典がございます。

ム JA婦
(OJA共 済 の

健康・介護ほつとライン

:蚤鱗   争
介■・青児についてお田りのことなど、お気軽にご利用ください。      「¬・

pOINTl     POINT2

1う従∬「

POIN丁 3

経験豊かな看護師や

介護支援専門員  l
(ケアマネジャー)が ギ

お答えしまtr「

pOINT4

師 備欄・腋 酬 鶴 0
・Mtlこよ榊 な
相談もお受けします。 「

フリーダイヤル シアワセイチバン   コンサルタント

軍捏ミ10120-481-536
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去る11月 28日 (土 )に提灯供養祭が」A日 立南部

葬祭場にて執り行われました。当日は 300名 を超え

る多数の皆様が来場 され、たくさんの提灯をお持

ちになりました。

集められた提灯は千福寺のご住職の手によって、

丁重に供養 されました。参加 した皆様からは、長

年処分できずに困っていた提灯を供養できて本当

に良かった、今後も継続 して開催 してほ しいなど

の声が寄せられました。

健

康

百

科

一品

齢

農
作
業
は
こ
こ
に
注
意

現
在
、
日
本
の
農
業
の
多
く
は
高
齢
者

が
担

っ
て
い
ま
す
．
農
業
機
械
化
も
進
み
、

高
齢
者
が
機
械
を
扱
う
こ
と
も
多
く
な

っ

て
き
て
高
齢
者
の
事
故
が
増
え
て
き
ま
し

た
．
特
に
こ
れ
は
８０
歳
以
上
に
多

い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず

一
般
の
農
作
業
の
場
合
、
肥
料
な

ど

の
重
量
物

の
運
搬

の
問
題
が
あ
り
ま

す
。

２０
ｋ
ｇ
の
肥
料
袋
を

一
輪
車
か
ら
降

ろ
そ
う
と
し
て
転
倒
し
、
背
骨
の
圧
迫
骨

折
を
起
こ
し
た
６２
歳
の
女
性
の
例
が
あ
り

ま
す
。
通
常

「人
力
だ
け
で
取
り
扱
う
場

合
は
、
体
重
の
４０
％
以
下
、
さ
ら
に
女
性

の
持
ち
上
げ
能
力
は
男
性
の
６０
％
」
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

２０
ｋ
ｇ
の
肥
料
な
ら
ば
小

分
け
に
し
て
袋
に
入
れ
直
す
こ
と
が
必
要

で
す
。

高
齢
者
の
農
作
業
で
は
、
滑

っ
て
転
倒

す
る
こ
と
が
多

い
の
で
、
頭
を
保
護
す
る

た
め
に

ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
滑
ら
な
い
安
全
靴

を
着
用
す
る
の
が
望
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
は

農
作
業
時
の
最
低
の
ス
タ
イ
ル
で
す
ぃ

佐
久
総
合
病
院
名
誉
院
長
機
松
島
松
翠

さ
ら
に
果
樹
農
家
で
は
、
高
所
作
業
が

多
く
な
り
ま
す
ら）
脚
立
や
は
し
ご
か
ら
の

転
落
事
例
は
多
く
あ
り
ま
す
。
農
作
業
現

場
で
は
、
き
ち
ん
と
し
た
水
平
面
に
脚
立

を
設
置
で
き
る
場
面
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。
必
ず
で
こ
ぼ
こ
が
あ
り
、
四
脚
、

あ
る
い
は
二
脚
の
全
て
を
同

一
平
面
に
置

く
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
．
産
業

衛
生
の
分
野
で
は
、
「
ｌ

ｍ
は

一
命

（
い

ち
め
い
）
取
る
」
と
い
わ
れ
ま
す
。

つ
ま

り
、

わ
ず
か
ｌ
ｍ
の
高
さ
か
ら
の
落
下
で

も

一
命
を
失
う
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
ぃ

最
近
は
機
械
化
に
よ
る
事
故
も
増
え
て

い
ま
す
。
最
も
多

い
の
は
草
刈
り
機
に
よ

る
も
の
で
、
次

い
で
ト
ラ
ク
タ
ー
、
軽
ト

ラ
、

コ
ン
バ
イ
ン
、
チ

ェ
ー
ン
ソ
ー
の
順

で
す
。
高
齢
者
は
こ
の
よ
う
な
農
機
具
を

使
用
す
る
と
き
は
、
万

一
の
と
き
の
こ
と

を
考
え
て
ど
ん
な
に
近
い
場
所
で
あ

っ
て

も
、
必
ず
携
帯
電
話
を
携
帯
す
る
こ
と
が

い
を
腰
に
ぶ
ら
下
げ
た
り
、
首
に
巻
か
な

い
こ
と
り
つ
ま
リ
ヒ
ラ
ヒ
ラ
し
た
物
が
あ

る
と
、
場
合
に
よ

っ
て
は
農
機
具
に
巻
き

込
ま
れ
て
、
大
け
が
を
す
る
こ
と
が
あ
る

重
そ 要
れ で
か ‐ケ
ら  

い

服
装
の

と
で
づ

~

が

手
1式

JA広報通信2015年 12月 号より

お 知 ら 世

組合員の皆様のこ協力により、当」Aは良好な経営状況にありますが、金融機関と

しての経営の安全性を示す自己資本比率については国際基準 (バーゼルⅢ)の導入によ

リー層の厳格化が求められております。より健全な経営確立のため、組合員の皆様の

増資により自己資本比率の充実をはかりたく、お願い申し上げます。

か
ら
で
―
ヶ
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理
事
合
だ
よ
り

日
　
時
　
平
成
二
十
七
年

十
月
二
十
日
（金
）

午
後

一
時
二
十
分

場
　
所
　
本
店
三
階
小
会
議
室

●
協
議
事
項

■

は

出
資
金
の
増
額
促
進
運
動
に
伴
う
経

営
基
盤
の
再
構
築
に
つ
い
て
（案
）

（に

「余
裕
金
年
次
運
用
方
針
」
様
式
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

（０

「余
裕
金
運
用
等
に
か
か
る
リ
ス
ク

管
理
手
続
」
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

“
一（要
Ｕ
Ｆ
三

百

ス
森
）保
証
料
値

下
げ

に
伴
う
貸
出
利
率
表

の

一
部
改

定

に

つ
い
て

６
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

⑥
組
織
再
編
に
つ
い
て

０

代
表
理
事
組
合
長
の
兼
職
に
つ
い
て
（案
）

６

そ
の
他

●
報
告
事
項
●

は

委
員
会
報
告

に

つ
い
て

Ｏ
部
門
別
実
績
に
つ
い
て

６

第

（
（十
六
回

Ｊ
Ａ
祭

に

つ
い
て

“

監
事
随
時
監
査
報
告

に

つ
い
て

６

相
続

に
係

る
預
金
払
戻
請
求
事
件

に

つ
い
て

“

そ
の
他

日
　
時
　
平
成

二
十
七
年

十

一
月
二
十
五
日
（水
）

午
後

一
時
三
十
分

場
　
所
　
本
店

三
階
小
会
議
室

一
協
議
事
項

一

ｍ
Ｘ
有
）多
賀
協
同
サ
ー
ビ
ス
の
定
款
変

更
に
つ
い
て

②

職
制
規
程
附
属
業
務
分
掌
兼
職
務
権

限
表

の
追
加
に

つ
い
て

（い
会
議
規
程

の
新
設
に

つ
い
て

“

固
定
資
産
管
理
規
程
の
新
設
に
つ
い
て

６

子
会
社
管
理
規
程

の
新
設
に

つ
い
て

“

個
人
情
報
保
護
方
針
お
よ
び
個
人
情

報
取
扱
規
程
お
よ
び
従
業
員
個
人
情

報
取
扱
規
程

の

一
部
変
更

に

つ
い
て

０

特
定
個
人
情
報
取
扱
規
程

の
新
設

に

つ
い
て

６
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

０

年
末
年
始

の
営
業

に

つ
い
て

⑩

全
国
監
査
機
構
財
務
諸
表
等
監
査
回

答

に

つ
い
て

０

随
時
監
事
監
査
回
答

（案
）
に

つ
い
て

０

平
成

＾
（十
七
年
度
上
期
監
事
監
査
指

摘
事
項
回
答

に

つ
い
て

０

人
事
考
課
関
連
規
不‥．‐
の
整
備
に
つ
い
て

ｕ

出
資
金

の
減

日
に

つ
い
て

“
Ｊ
Ａ
ロ
ー
ン
妻
城
県
農
業
信
用
基

金
協
会
保

証
型
）
融
資
要
項

の

一
部

改
正
に

つ
い
て

⑩
組
織
再
編
に
つ
い
て

“
そ
の
他

一
報
告
事
項
●

は

委
員
会
報
告

に

つ
い
て

②

組
合
員
加
入

・
脱
退
状
況
お
よ
び
部

門
別
実
績

に

つ
い
て

ハい

コ
ン
プ

ラ
イ

ア
ン
ス

ｏ
プ

ロ
グ
ラ
ム

取
り
組
み
状
況
に

つ
い
て

“

白
主
検
査
報
告

に

つ
い
て

６

反
社
会
的
勢
力
認
定
結
果
に

つ
い
て

“

内
部
監
査
報
告

に

つ
い
て

σ

そ
の
他

日頃より、当農協の活動にご理解、ご協力を賜りありがとうございます。

このたび、営農指導員の秋山氏を講師に迎え、営農指導講座を開催いたし

ますので、奮ってご参カロ<ださい。お待ちしております。

開催日時 : 毎月第4木曜日 午前10日寺より (2日寺間程)

: JA日立市多賀本店2階 小会議室

言青 無料

〈
〓
　
〓叉

場

料

4.参加形式 : 自由参加

5.参加資格 : 組含員・員外を問わず農業に携わつている方、
興味のある方

●
飯

1 .

2.

3.

斉課 丁el.0294-33-0187JA日立市多賀


